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３．圧着カラーハガキにする３．圧着カラーハガキにする３．圧着カラーハガキにする３．圧着カラーハガキにする



検診の内容を分かりやすく掲載検診の内容を分かりやすく掲載検診の内容を分かりやすく掲載検診の内容を分かりやすく掲載
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受診方法を詳しく受診方法を詳しく受診方法を詳しく受診方法を詳しく

わかりやすく記載するわかりやすく記載するわかりやすく記載するわかりやすく記載する

３．圧着カラーハガキにする３．圧着カラーハガキにする３．圧着カラーハガキにする３．圧着カラーハガキにする



２．受診しやすい体制づくり
対策

１）集団検診の回数を増やす

胃・肺・大腸セット検診

平成25年度 ３０回 平成26年度 ３８回

２）委託業者の再検討

３）集団検診に

大腸がんおよび子宮頸がん検診を追加

セットでの受診を促す。

受診の機会を増やすことで、受診しやすく、受診の機会を増やすことで、受診しやすく、受診の機会を増やすことで、受診しやすく、受診の機会を増やすことで、受診しやすく、

受診率目標に向け受診体制の確保受診率目標に向け受診体制の確保受診率目標に向け受診体制の確保受診率目標に向け受診体制の確保



効果はどうだったか？

肺がん検診受診者数 （４月～H27.3月集計分）

H２５年度 ４３０名 H26H26H26H26年度年度年度年度 860860860860名名名名

約2.0倍の増加



肺がん検診

約６割の人が初回受診者



胃がん検診受診者数 （4月～H27.3月集計分）

H２５年度 ５５５名 HHHH26262626年度年度年度年度 938938938938名名名名

約約約約1.691.691.691.69倍の増加倍の増加倍の増加倍の増加



胃がん検診

約５割の人が初回受診者



大腸がん検診受診者数 （4月～H27.3月集計分）

H２５年度 1442名 HHHH26262626年度年度年度年度 1,8441,8441,8441,844名名名名

約約約約1.281.281.281.28倍の増加倍の増加倍の増加倍の増加

胃・肺がん検診ほど受診者数は伸びなかった胃・肺がん検診ほど受診者数は伸びなかった胃・肺がん検診ほど受診者数は伸びなかった胃・肺がん検診ほど受診者数は伸びなかった。。。。



20歳代子宮頸がん検診受診者数 （4月～H27.3月集計分）

110

159

H25 H26

約約約約1.41.41.41.4倍の増加倍の増加倍の増加倍の増加



40～69歳 乳・子宮頸がん検診受診者数 （4月～H27.3月集計分）

乳がん検診

HHHH26262626年度年度年度年度 1,0331,0331,0331,033名名名名

約約約約1.061.061.061.06倍の増加倍の増加倍の増加倍の増加

H２５年度 ９６７名

※40歳から69歳で比較



40～69歳 乳・子宮頸がん検診受診者数 （4月～H27.3月集計分）

子宮頸がん検診

HHHH26262626年度年度年度年度 775775775775名名名名

約約約約1.421.421.421.42倍の増加倍の増加倍の増加倍の増加

H２５年度 ５４４名

※40歳から69歳で比較



30～65歳 乳・子宮頸がん検診受診者数 （4月～H27.3月集計分）

過去の受診の有無による受診者数の違い

過去に受診歴がある人の方が改善効果がみられた過去に受診歴がある人の方が改善効果がみられた過去に受診歴がある人の方が改善効果がみられた過去に受診歴がある人の方が改善効果がみられた

445

350

602

505

乳がん 子宮がん

両方なし 片方あり

約約約約1.351.351.351.35倍倍倍倍 約約約約1.441.441.441.44倍倍倍倍



集団健診を受診された方に

受診のきっかけやはがきについてアンケート！

はがきを

みて

50%

特定健診の

案内

23%

広報、ホーム

ページ

18%

人から誘われ

4%

その他

4%

不明・未記

入・複数回答

1%

「初めて」受診した人の受診したきっかけは？



・ 誕生日に合わせた案内 25.8％

はがきの印象的であったところはどこか？

・ 自己負担金が安い

助成金に惹かれた

・ 一度に健診が受診できる 12.1％

・ カラー刷り圧着ハガキ 8.7％

20.5％

・ 保健センターで受診できる 6.1％

ハガキ自身のインパクト

金額、お得感

受診方法、体制



・今回実施した事業により、胃・肺では受診率が向上する傾

向がみられた。

・H２５年度とH２６年度の受診率を比較すると、特に、男

性により大きな効果がみられた。

・検診では、肺がん検診の受診率向上に効果がみられた。

・年代では、男女とも若い世代に効果的であった。

男性：40～50代後半、および60代前半

女性：40代、50代とも前半の年代の節目年に増加がみ

られた

まとめ①



・乳がん、子宮頸がんについては、30～65歳女性のうち、

過去5年間乳・子宮いずれか受診歴がある者には効果がみられ

た。

・受診勧奨実施後の検診受け入れ体制の整備不足により、受

診者の取りこぼしがあった可能性がある。

・各がん検診に共通のメッセージを対象者へ送付したことに

より、効果を最大にできなかった可能性は考えられる。より

メッセージを対象者の特定に絞ることで、一層効果的にでき

ると考えられる。

まとめ②



今年度は今年度は今年度は今年度は…………

１．５つのがん受診勧奨ハガキを、

受診率が向上した世代受診率が向上した世代受診率が向上した世代受診率が向上した世代に対象を絞り郵送

男性：４０～５４歳

女性：４０～４４歳および、５０～５４歳

２．大腸がん検診大腸がん検診大腸がん検診大腸がん検診を中心に受診勧奨を行う

●大腸がんに関する啓発勧奨ハガキの作成

（５がんハガキ対象外で、過去10年受診歴あるが

昨年、本年受診のない方）

●医療機関との連携強化、

および医療機関へのポスター掲示

●毎月10日は健康づくりの日に大腸がん検診をPR


